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資料１



１ ． 事業概要

２ ． 大学改革・ 人材育成

３ ． く まも と ３ D連携コ ンソ ーシアム

４ ． 半導体ベンチャ ー創出促進事業

５ ． 研究開発
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地方大学・ 地域産業創生交付金 事業概要

【 出典】 内閣府H Pよ り 抜粋編集

事業背景

事業概要

採択状況

平成３ ０ 年度：

令 和 元 年 度 ：

令 和 ４ 年 度 ：

令 和 ５ 年 度 ：

令 和 ６ 年 度 ：

富山県、 岐阜県、 島根県、 広島県、 徳島県、

高知県、 北九州市

秋田県、 神戸市

函館市

石川県、 熊本県

静岡市・ 静岡県、 鶴岡市、 福島県

北海道・ 札幌市・ 千歳市、 新潟県

※支援開始年度を 記載、 下線については展開枠へ移行

○ 地方創生のためには、 若者を 惹き つける 魅力的な地域産業・ 雇用の創出と 、 日本全国や世界から 学生が集まる 大学づく り が重要。

○ 地域における大学には、 強みを持つ特定分野の研究開発や地域ニーズに対応し た人材育成等を通じ た地方創生への貢献が期待さ れている。

○ 「 地方大学・ 産業創生法」 に基づき 、 首長のリ ーダーシッ プ の下、 地域の産官学が連携し 、

•地域における大学の振興、 こ れを 通じ た地域における中核的な産業の振興及び当該産業に関する専門人材の育成を 行う こ と により 、

•日本全国や世界中から 学生が集まるよう な「 キラ リ と 光る地方大学づく り 」 を 進めると と も に、 地域における若者の雇用機会の創出を推進。

○ 1 0 年間の計画を 総理大臣が認定し 、 原則５ 年間交付金によ り 取組を 支援 （ ※６ -９ 年度目まで、 特例的に追加支援する「 展開枠」 あり )

○ 国費支援額の目安は、 ５ 千万円∼ ７ 億円／年 （ 支援額は計画に応じ て柔軟に設定可）

○ 申請者は地方公共団体（ 都道府県、 市区町村（ 共同申請可） 等） 当該地域に拠点がある大学と 企業の参画が必須（ 高専等も 参画可能）

○ 交付金を活用するためには、 外部有識者による評価委員会の審査をク リ アするこ と が必要
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地域が目指す姿

• 三次元積層実装産業（ 中間工程） の確立で、 設計や製造装置等関連産業にも 新産業が創出。 既に熊本に存在する
「 前工程・ 製造装置製造産業」 の優位性が活かさ れる だけでなく 、 三次元積層の設計分野でも 国内ト ッ プと なる 。

• 大学改革により 、 半導体分野において知見の深い人材を、 恒常的に生み出すスキームを 確立。 地域企業（ 設計、 製造
装置製造企業） へ専門人材を輩出し 続ける。

• 半導体関連企業が集積し ている 強みを生かし 、 産学が連携し た「 く まも と ３ D連携コ ンソ ーシアム」 を 中心に新産業
を 創出。 事業成果を県内外のユーザー産業へ展開し 、 研究を ビジネスに結び付ける エコ システムの形成を目指す。

設計
前工程
（ファウンドリ）

中間工程材料

ユーザー産業
・自動運転
・航空宇宙
・ロボット
・ライフサイエンス
・デジタルカメラ

等

後工程
新
産
業

三次元積層実装技術をコアとした半導体産業エコシステム

半導体製造装置製造 等

新産業が見込める分野の地域企業群新産業が見込める分野の地域企業群

くまもと３D連携コンソーシアム

新産業創出

新技術開発

研究技術・機器・人材

製造装置

参加

県・財団

新技術
の要望

卒業生

熊本大学
アドバイザー

半導体連携コーディネーター

半導体産学官連携
コーディネーター

技術・研究開発の提案新技術の要望
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大学改革により 大学が目指す姿

D S半導体コ ース

D S総合コ ース

(R5 .4 )半導体研究教育センタ ーを 再編

半導体・ デジタ ル研究教育機構

工学部工学部

情報融合学環 (R6 .4 )

 ト ッ プ人材等の招聘による研究と 事業化の加速
 地元企業と 熊本大学の連携を 推進する 半導体産業連携コ ーディ ネー

タ ー、 地域企業と 国内外の企業・ 研究機関と の連携体制を 構築する
アド バイ ザーを設置し 、 地域の半導体製造装置等の開発を 推進

 三次元積層LSIチッ プから 統合実装モジュ ールまで一貫し て設計・
試作・ 評価を 実施でき る開発環境を 整備

 学生のリ サーチアシスタ ント シッ プやジュ ニア研究員と し ての雇用や、
共同研究型イ ンタ ーンシッ プによる実践的な研究を 実施

 高専や技術短期大学校から の編入学者増(20名)・ 連携教育プログラ ム実
施による教育資源の有効利用と 多く の人材確保・ 育成

 大学院生が、 半導体LSI設計や三次元積層実装製造ラ イ ン を 用いた実習
を東大や産総研と いっ た他機関と 連携し 実施

三次元積層実装技術の研究拠点 半導体産業に貢献する 人材育成

3 年次編入
（ 連携教育プログラ ムを 含む）

ト ッ プレベル人材

求める 人材を 踏まえ
カ リ キュ ラ ムを 構築

地元企業

産業界

人材輩出

新産業
創出

新産業
創出

連携

招聘

高専

熊本県立技術
短期大学校

連携

２ 年次編入

熊本大学

半導体デバイ ス工学課程(R6 .4 )

半導体連携
コ ーディ ネータ ー
アド バイ ザー

• 熊本大学イニシアティ ブ2030に基づき 、 政府・ 自治体の政策に呼応し て支援を 受けながら 、 大学が企業と 一体と なっ て半導体分野の研究教育を 行う 仕組み

を 構築し 、 地域半導体産業の継続的な発展、 更には半導体三次元積層実装技術における 日本の研究と 産業を リード する 大学を 目指す。

• 令和5(2023 )年4月に半導体・ デジタ ル研究教育機構を 設置し 、 半導体製造プロ セス、 LSI設計、 先端分野に関する 半導体の専門教員を 増員し 、 さ ら に製

造プロ セス、 半導体材料分野のト ッ プレ ベル人材・ ク ロ アポ人材を 雇用・ 配置する 。 また、 学士課程で国内初の半導体専門コ ースを ２ つ設置(令和

6(2024 )年4月)し 、 国内で最も 充実し た半導体カ リ キュ ラ ムを 作成、 提供を 目指す。

• 地域企業を 入れた「 く まも と 3D 連携コ ン ソ ーシアム」 を 設立し 、 大学と 企業と 橋渡し する コ ーディ ネータ ー、 アド バイ ザーを 配置し 、 地域企業と 熊本
大学等と の連携を 活発化し て、 地域の半導体産業を 発展し つづける ための産学官連携のハブを 目指す。

• 国で随一の半導体三次元積層実装研究拠点と なる こ と で、 半導体研究者や企業と 連携交流(特に東京大学や産総研、 国内外の先進的な半導体企業等)を 図
り 、 共同研究や事業化を 積極的に行う と と も に、 高度な研究者、 技術者の育成を 目指す。

• 院生のRA 雇用や企業と の一体的な研究教育によ り 、 実務レ ベルの知識と 研究経験を 持つ人材を 育成し 、 2032年には、 申請時から 2倍の約140名の輩出
を 目指す。

地域と 世界に開かれ、 共創を 通じ て社会に貢献する 教育研究拠点
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１ ． 事業概要

２ ． 大学改革・ 人材育成

３ ． く まも と ３ D連携コ ンソ ーシアム

４ ． 半導体ベンチャ ー創出促進事業

５ ． 研究開発
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教育研究体制の強化

半導体・ デジタ ル研究教育機構
熊本大学

（ 令和５ 年４ 月設置）

事業開始前（ 令和4 年1 1 月） ：

現在（ 令和7 年7 月） ：

1 1 名

2 6 名※

※半導体・ デジタ ル研究教育機構半導体部門の教員数を カ ウン ト 。
ク ロ スア ポイ ン ト メ ン ト 教員6 名を 含む。

ク ロスアポイ ント メ ント 教員の採用

ト ッ プレベル人材の招聘 学生の共同研究への参画

半導体分野の教員数

半導体分野で先進的な取り 組みを 行なっ ている大学、 研究機関、
企業から ク ロスアポイ ント メ ント 制度により 研究者を雇用し て、
人材育成、 研究開発を加速する。

※ク ロ スアポイ ン ト メ ン ト 制度…研究者が複数の組織にまたがっ て活躍でき る 人事制度

令和７ 年度の
採用状況

６ 名

連携機関
＜大 学＞

筑波大学、 東北大学
＜研究機関＞

産業技術総合研究所（ 2名）
＜企 業＞

野毛電気工業、
ソ ニーセミ コ ンダク タ ソ リ ュ ーショ ンズ今年度１ 名増！

国内外から 世界ト ッ プレ ベルの知見、 実績を有する研究者を
招聘し 、 大学教員・ 学生と の研究ディ スカ ッ ショ ンや、 セミ
ナーを 実施。 事業開始から 延べ１ ０ 名招聘。

学生を 雇用（ リ サーチ・ アシスタ ント 等） し 、 共同研究への
参画を推進。

学習と 研究に専念可能な環境を整備し 、 国際的に活躍でき る
半導体設計・ 製造・ 開発等を 担う 高度研究人材を育成する。

令和７ 年度の
採用状況（ 7 月時点）

1 8 名
今年度中に

さ ら に2 7 名採用予定

永田 真（ 神戸大学）

渡辺 直也（ 産総研）

若林 一敏（ 東京大学）

山本 裕司（ ド イ ツ・ IH P）

侯 拓宏（ 台湾・ TSRI）

蔡 瀚輝（ 台湾・ TSRI）

IH P… Innovations for H ig h Perform ance M icroelectron ics

TSRI… Taiw an Sem iconductor Research Institute（ 国立台湾半導体研究所）

令和７ 年度の招聘状況（ 予定含む）

（ 調整中につき 、 追加招聘の可能性あり ）

事業開始から の延べ
採用状況

1 0 5 名
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工学部半導体デバイ ス工学課程、 情報融合学環の始動

半導体企業と 連携し た実践的教育

半導体デバイ ス工学課程 情報融合学環 D S半導体コ ース

「 半導体実験」
（ R8開講に向けて準備中）

企業から 提供さ れる実際の半導体の製造
データ を 用いてデータ 分析をするこ と で、
「 未来を 予測」 し たり 、 「 効率よく 製造す
る方法」 を探求する。

企業と の秘密保持契約を締結し 、 準備中。

「 半導体製造装置論」 「 地域における半導体産業」

（ 一社） 半導体製造装置協会（ SEA J）
加盟企業によるオムニバス形式の講義。

各種プロセスがどのよう な科学に基づい
ているか、 どのよう な装置が使用さ れてい
るのか、 半導体製造装置メ ーカ ーから 製造
現場での課題などを交えた、 実践的な講義
を提供。

熊本県、 九州内に拠点を 置く 半導体関連
企業によるオムニバス形式の講義。

各企業が半導体関連産業において、 どの
よう な役割を担い、 ビジネスを行っ ている
かを 学ぶ。

各企業間のつながり を理解するこ と で、
熊本、 九州内の半導体産業全体を 俯瞰的に
捉える。

 回路設計・ システム設計エンジニア
 半導体デバイ スプロセスエンジニア

前工程から 後工程に至る製造過程の基盤的専門知識を備え、
半導体デバイ スの製造・ 評価・ 開発に携われる人材

 プロセスエンジニア
データ サイ エンス・ A I・ IoTを駆使し 、 半導体製造工程の
品質管理と プロセス最適化による工場機能の最大化に貢献
でき る人材

半導体研究開発に不可欠な基礎教科と と も に、 半導体デバイ
ス製造に関する最新技術を教授。
半導体関連企業から 実務家教員を招き、 実践型の学びを提供。

データ サイ エンスの視点から 、 半導体製造分野で必要な専
門科目や実際の製造プロセスを模し た実験実習科目、 半導
体製造企業でのイ ンタ ーンシッ プ等を提供。

工学部
半導体デバイ ス工学課程

特色

情報融合学環

育成する 人材
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令和７ 年度 工学部半導体デバイ ス工学課程、 情報融合学環の入学試験実施状況

入学者数志願倍率志願者数定員

２ ５ （ ０ ）４ ． １８ ２ （ ３ ）２ ０
工学部
半導体デバイ ス工学課程

男 女

令和７ 年度
入学者男女比

県内 県外

令和７ 年度
入学者県内外比

25人
100％

22人
88％

3人
12％

令和７ 年度
入学者男女比

令和７ 年度
入学者県内外比

男 女

50人
75％

17人
25％

県内 県外

19人
28％

48人
72％

入学者数志願倍率志願者数定員

６ ７ （ １ ７ ）３ ． ６２ １ ５ （ ６ ７ ）６ ０情報融合学環

2 .2 2 .4 2 .3

4 .7

2 .2

4 .1

0

1

2

3

4

5

前期日程 学校推薦 合計

R6

R7

受験種別の志願倍率の推移

3 .8
3 .4

4 .1 3 .93 .9

2 .9

2 .3

3 .6

0

1

2

3

4

5

R6

R7

受験種別の志願倍率の推移

前期日程 学校推薦
一般枠

学校推薦
女子枠

合計

（ ） 内は女子学生で内数

（ 令和６ 年４ 月新設）

（ 令和６ 年４ 月新設）
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大学院（ 半導体・ 情報数理専攻） の設置

国立高等専門学校（ 高専） ・ 県立技術短期大学校から の編入拡大

情報融合学環

D S半導体コ ース

D S総合コ ース

工学部

進学 進学

大学院自然科学教育部

半導体・ 情報数理専攻

【 博士】 入学定員 ２ ２ 名

【 修士】 入学定員１ ２ ０ 名

機械数理工学科

情報電気工学科

材料・ 応用化学科

半導体･デバイ ス工学課程

R7 .4設置

学内から の進学イ メ ージ

情報・ 半導体産業を担う 高度情報専門人材の育成を 加速さ せるため、 令和７ 年４ 月に
大学院自然科学教育部「 半導体・ 情報数理専攻」 を設置。

令和７ 年４ 月の学生受け入れ状況

【 修士】 １ １ １ 名、 内女性１ ５ 名 【 博士】 ８ 名、 内女性１ 名

令和７ 年１ ０ 月入学試験を実施し 、 定員は充足予定。

育成する人材像

【 修士】 数理・ データ サイ エン ス、 情報工学、 半導体デバイ ス工学に関する 確かな基礎学力と 論理的
思考能力を 基盤に、 よ り 高度な専門知識・ 技術を 身に着け、 社会の持続的発展に貢献でき る 人材

【 博士】 地域と 国際社会に貢献する 指導的役割を 担う 高度な専門性と 研究能力を 備えた人材

構造改革特別区域計画が認定さ れたこ と により 、
令和６ 年度から 県立技術短期大学校から 熊本大学へ
の編入学が可能と なっ た。

こ れまで工学部に累計１ 名の編入生を受け入れた。

県立技術
短期大学校

熊本大学

１ 年生

２ 年生

１ 年生

２ 年生

３ 年生

４ 年生

半導体の設計から 後工程に至る全過程の基礎的知識を 備え、 製造・ 評価・ 開発に
携われるLSI 回路設計・ システム設計、 デバイ スプロセスのエンジニアを 育成。

工学部半導体デバイ ス工学課程に３ 年次編入枠２ ０ 名を設定。

令和７ 年度令和６ 年度

２ ２２ １半導体デバイ ス工学課程

工学部３ 年次編入受入状況

卒業後
２ 年次編入
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高専と の連携

「 共同研究教育プロ グラ ム」
※今年度から 開始

「 連携教育プロ グラ ム」
※令和９ 年度開始に向け準備中

高専と 連携し 、 「 共同研究教育プログラ ム」 、 「 連携教育プロ グラ ム」 を開始または開始に向けて準備中。
授業科目の共有等による 教育資源の有効活用や、 博士前期課程と の円滑な接続によ り 、 地域企業から のニーズが

高い、 設計・ 研究開発・ 製造等を担う 高度専門人材の確保・ 育成を目指す。

 高専向けイ ン タ ーンシッ プの実施

 熊本大学と 高専の共同研究に参画さ せ、 実践的
な研究活動に従事

 大学院講義の先取り 履修制度を 構築予定
（ 大学院進学後に単位認定）

 推薦入試の際に、 プログラ ムにおける活動実績
を 評価対象に追加

 大学院講義の先取り 履修によ る 、 進学後の十分
な研究時間を確保

 大学と 高専の相互単位認定によ り 双方の修了要
件・ 卒業要件を満たす

 プロ グラ ム修了者には学位（ 学士） を授与

 大学・ 高専双方の教育資源を有効活用し た教育
内容の高度化

 大学院への推薦資格を 付与

教
育

資
源

の
有

効
活

用

博
士

前
期

課
程

と
の

円
滑

な
接

続
進

捗
・

今
後

の
見

通
し

 令和７ 年イ ン タ ーンシッ プ参加者数
工学部ラ ボイ ン タ ーンシッ プ ２ 名
半導体デバイ ス工学課程 ９ 月実施
※いずれも 原則、 本科４ 年生、 専攻科１ 年生を 対象

 大学院合格者に向けた先取り 履修を 計画

 熊本高専、 久留米高専と 互換科目の選定中

 令和7年度中にイ ンタ ーン シッ プ及び研究室訪
問実施

 令和8年度に編入学試験実施

対
象

 全国の高専生を対象  熊本高専生、 久留米高専生を対象
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外部機関と の連携

 東京大学につづき 、 東北大学・ 九州大学の分室を 設置予定。
６ 月２ ７ 日 プレ オープン内覧会、 ９ 月１ ３ 日 開所式を予定。

 東京大学と 連携し て、 オープン キャ ンパスにあわせて、
高校生全般や女子高生を 対象と し たイ ベント を企画中。

 東京大学から 熊本大学への遠隔講義、 半導体実習科目の提供。

東京大学・ 東北大学・ 九州大学と の包括連携

台湾国立大学と の連携強化

Ｔ Ｓ ＭＣ と の連携強化

令和７ 年竣工の新棟（ SOIL）
２ 階に各大学分室を 設置

イ ベン ト で製作する スト ラ ッ プ
半導体製造技術で製作

 令和６ 年度に清華大学、 成功大学を 訪問し 、 学生交流、 DDP（ ダブルディ グリ ープロ グラ ム） に関する協定
締結に向けた意見交換を 実施。
令和７ 年度は成功大学・ 半導体サマープログラ ムに博士前期課程の学生３ 名が参加予定。

 成功大学と 半導体分野の学生参加型の共同研究を 開始。

 令和７ 年４ 月に熊本大学研究者が陽明交通大学を 訪問し 、 今後の連携（ 研究・ 教育） について協議。

 令和７ 年２ 月に国立高雄科技大学と 国際編入学の協定を締結。 工学部長と 同大と の意見交換を実施。

 令和６ 年度より TSM C奨学金を開始。 TSM C（ JA SM ） の寄付によ り 、 修士課程１ 年を対象と し た
奨学金事業と し て30名に奨学金を 支援。

 令和６ 年度から TSM Cによる 遠隔講義 「 A dvanced CM OS Technology-Device,  Process,  
D esig n,  and Package」 を 実施し ており 、 初年度は52名が履修し 修了証を 発行し た。

 令和７ 年６ 月にTSM Cと 熊本大学研究者と のワーク ショ ッ プ・ 学生交流会を 実施。
11



１ ． 事業概要

２ ． 大学改革・ 人材育成

３ ． く まも と ３ D連携コ ンソ ーシアム

４ ． 半導体ベンチャ ー創出支援事業

５ ． 研究開発
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令和５ 年４ 月１ ４ 日発足後

１ ４ ５ 社・ 機関が入会

（ 令和７ 年７ 月３ １ 日現在）

企 業 会 員
学 術 会 員
オブザーバー

１ ３ ２
３

１ ０

会員内訳

98

68%

47

32% 県内

県外

会員県内外比

＜目的＞
三次元積層実装産業への関心の喚起と 技術シーズの集約を 通じ て、 研究開発プロ ジェ ク ト の組成

を 促進する 。 また、 当該分野における 新規技術の提案を 図り 、 産業の発展に資する 機運を 醸成する 。

コ ンソ ーシアムの活動

＜参加団体・ 企業の構成＞

＜こ れまでの活動状況＞

オープン セミ ナー 産学連携交流セミ ナー 三次元積層実装勉強会

第1回 勉強会
（ 令和7年6月17日）

今年度から の新たな取り 組み
と し て、 会員の三次元積層実装
産業への興味醸成や、 技術的・
体系的な理解促進を目的に勉強
会を開催。

こ れまでに４ 回開催し 、 延べ
４ ６ １ 人が参加し た。

三次元積層半導体分野を牽引
する第一人者を迎え、 セミ ナー
を実施。

最新の研究成果や技術動向を
紹介し 、 今後の研究・ 産業展開
に向けた機運醸成につなげる。

こ れまでに６ 回開催し 、 延べ
６ ０ ９ 人が参加し た。

地域企業の声をも と に、 会員
企業や大学研究者と の技術・ ビ
ジネス交流の場を提供。

地域の中小企業が気軽に大学
と の産学連携に関心を持っ ても
ら う こ と や、 大学を プラ ッ ト
フ ォ ームに、 企業同士の交流促
進を 狙う 。

こ れまでに２ 回開催し 、 延べ
７ ５ 名が参加し た。
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１ ． 事業概要

２ ． 大学改革・ 人材育成

３ ． く まも と ３ D連携コ ンソ ーシアム

４ ． 半導体ベンチャ ー創出促進事業

５ ． 研究開発
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半導体ベン チャ ー発掘コ ン テ スト

（ １ ） 目的
内閣府認定を受けた事業計画（ 令和5∼ 14年度） で“ 令和７ 年度頃より ベンチャ ー発掘・ 研究・ 事業化の段階に応じ た支援を

実施する” と し ている。
→ ベン チャ ー創出の機運醸成、 発掘に繋がる 取り 組みに着手すべく 、 「 半導体ベン チャ ー発掘に繋がる コ ン テスト 」 を 開催

（ ２ ） 事業概要
• コ ンテスト 開催により ベンチャ ー創出につながる有望なアイ デアを 募り 、 く まも と ３ Ｄ 連携コ ンソ ーシアム会員企業と の

マッ チング等による県内での試作開発や共同研究、 事業化を 促す。
• ３ D半導体の専門分野に加えて、 半導体に関する幅広いアイ デアを募るなど、 専門分野の研究者・ 企業・ 学生だけでなく

一般の方々の興味も 喚起する内容と する。
［ 予算構成］ ①コ ンテスト 開催費用、 ②入賞者へのイ ンセンティ ブ（ 賃料補助、 視察費用補助、 展示会でのPR支援）

（ ３ ） 効果等
• 本事業で競われたアイ デアや技術等をユーザー産業と の協業に繋げる等、 新たな産業・ プレ イ ヤーが生まれてく るエコ システムの

形成を目指す。
• コ ンテスト 開催を 本県の半導体産業のブラ ンド 力向上に繋げ、 若者の半導体に対する興味醸成や県内半導体関連企業への就職を

後押し する。
• 審査員には県内半導体企業や著名な半導体ベンチャ ー企業等に協力を仰ぎ、 応募者の関心を高める。

＜事業スキーム＞

半導体ベンチャ ー創出促進事業

＜スケジュ ール＞

３ 月２ 月１ 月１ ２ 月１ １ 月１ ０ 月９ 月８ 月

イ ベント 開催

募集
テーマ決定

コ ンテスト 告知
コ ンテスト 参加募集

選考

出場者伴走支援

支援
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１ ． 事業概要

２ ． 大学改革・ 人材育成
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三次元積層実装技術の開発背景

三次元積層実装デバイ ス現在主流の平面半導体システム

■配線領域不足
■消費電力大
■異種デバイ ス組込不可
■設備コ スト 大・ 国外企業の寡占

■配線数の増加
■最短化
■既存設備利用

低消費電力化
高機能化
小型軽量化
低コ スト で産業化

課題 利点

メ モリ ・ ロ ジッ ク 等の異なる
機能を も つ半導体チッ プを
自由に組合せて活用
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期待さ れる出口製品

医療用デバイ ス 農業用センサモジュ ール ロボッ ト 用センサモジュ ール

 電源が限ら れる圃場での長時間
稼働を実現

 小型化、 軽量化で場所にと ら わ
れず自由に設置

 センサと 通信の一体化で、 気候
急変等の環境変化を離れた場所で
監視可能

 ウェ アラ ブルセンサなどの長時間
稼働、 バッ テリ ー交換不要などを
実現

 小型化、 軽量化により 患者の負担
を軽減

 常時モニタ リ ングで、 長期的な
データ の蓄積により 診断精度向上

 省エネルギーで高効率な稼働を
実現

 小型化により 狭所に多数のセンサ
を搭載可能

 センサ・ 通信・ 制御処理の一体化
で物体認識や空間把握能力を向上、
制御の応答時間を短縮
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研究開発の全体像

三次元積層実装
プロセス技術開発

三次元積層実装
設計技術開発

既存半導体技術の
高度化

量産装置・ 検査装置の開発／
新規材料による 高機能化

量産化のボト ルネッ ク と
なっ ている プロ セスを改良し 、
量産装置や検査装置を開発す
る 。

また、 積層するこ と により
生じ る 課題克服のための新規
材料を 開発する 。

三次元積層半導体の回路
設計・ ツールの開発

未開拓分野の三次元積層半
導体回路設計技術を開発し 、
併せて設計ツ ールや設計資産
を確立する。

また、 三次元積層半導体の
機能を推測、 評価する エミ ュ
レ ータ ーを開発する。

既存半導体の基盤強化

前工程産業の競争力を 維持
し 、 中間工程へ高性能半導体
回路を 提供する 。

イ メ ージセン サーの高性能
化に関する 研究を進め、 次世
代イ メ ージセン サーを開発す
る 。
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認定プロジェ ク ト の一覧

１ ７ 社・ 機関の連携企業等と １ ０ 件の共同研究を 認定

連携企業等
プロジェ ク ト

リ ーダー
共同研究開発事業名
〔 共同研究期間〕

№

株式会社テラ システム青柳 卓越教授
バンプ検査装置の開発
〔 令和５ 年６ 月∼ 〕

１

株式会社サンワハイ テッ ク 、
株式会社オジ ッ ク テ ク ノ ロ ジーズ、
熊本高等専門学校

青柳 卓越教授
三次元層間接続技術の開発
〔 令和５ 年６ 月∼ 〕

２

株式会社野毛電気工業九州事業部、
株式会社TCK

橋新 准教授
革新的放熱技術の開発
〔 令和５ 年６ 月∼ 〕

３

（ 社名非開示）野口 教授
三次元積層半導体埋込用キャ パシタ の開発
〔 令和５ 年６ 月∼ 〕

４

オオク マ電子株式会社、
熊本県産業技術センタ ー

青柳 卓越教授
微細レーザーシステムを用いたTSV 形成
〔 令和６ 年４ 月∼ 〕

５

熊本防錆工業株式会社青柳 卓越教授
超小型ウエハによる三次元積層実装システムの設計・ 試作・ 評価の技術開発
〔 令和６ 年１ ０ 月∼ 〕

６

株式会社フ ジコ ーガク百瀬 教授
超臨界流体堆積法による半導体デバイ ス製造用製膜装置の自動化の実現に向けた研究開発
〔 開始に向け調整中〕

７

メ イ ビスデザイ ン株式会社、
株式会社プリ バテッ ク

飯田 教授
革新的eFPGA Ｉ Ｐ の開発
〔 令和５ 年６ 月∼ 〕

８

株式会社マイ スティ ア、
九州電子株式会社

大川 教授
三次元積層実装向け設計評価技術開
〔 令和５ 年６ 月∼ 〕

９

ソ ニーセミ コ ン ダク タ マ ニュ フ ァ
ク チャ リ ング株式会社

鈴木 特任教授
イ メ ージセンサーノ イ ズ抑制技術開発
〔 令和５ 年６ 月∼ 〕

10
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こ れまでの研究開発の成果

 特許出願件数 延べ６ 件
- 設計技術開発分野を中心に国内外に出願。
- 令和８ 年度に向けてさ ら に特許出願を予定。

 学会、 論文等による研究成果発表 延べ４ ７ 件
- 国際会議を 含む年20件前後、 発表。

 大型外部資金獲得 延べ１ 件
- JST 戦略的創造研究推進事業（ CREST） 革新的放熱技術開発に関連

 共同研究成果の事業化に関する議論が活発化
- こ れまでの研究成果をも と に、 事業化検討フ ェ ーズに移行。
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三次元積層実装プロセス技術開発

研究開発の現在地と こ れから

三次元積層実装設計技術開発

既存半導体技術の高度化

その他

 産総研等と 連携し て、 評価用デバイ スの作成を 進めた。
→評価用デバイ スを用いて、 こ れまで進めてき た研究開発の実証、 評価段階へ移行。

 材料の製造法や新規材料のメ カ ニズムを解明。
→製造方法の改良や、 新規材料の更なる 高性能化を 図っ ていく 。

 ４ 年目以降に向けて、 製造装置等のプロト タ イ プ開発に着手する 。

 三次元積層実装デバイ スの製品化に関する 議論が加速。
-三次元積層の出口製品でメ ーカ ーと 意見交換するなど、 議論が具体化し た。

 研究用の半導体製造・ 試作ラ イ ン の構築に着手。
-令和８ 年度を 目途に、 装置の導入完了予定

 原子レ ベルの高度なシミ ュ レ ーショ ン を実施。 ノ イ ズが発生する 様子をシミ ュ レ ーショ ン で再現。
→ノ イ ズ抑制の最適化手法を探り 、 イ メ ージセンサーの製造プロ セスに還元。

 国内外に特許出願し 、 研究開発の成果を知的財産と し て蓄積。

 ４ 年目以降に向けて、 研究成果を活用し て三次元積層チッ プの試作へ着手。
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